
旧波門崎燈籠堂の火袋部の取り外しについて 

 

これまでの経緯 

 

 2021 年（令和 3 年）1 月 20 日 明石市指定文化財に「旧波門崎燈籠堂（石積）」を

指定 

 

2021 年（令和 3年）5月 27 日 国登録有形文化財登録解除。 

 

2021 年 5 月 旧波門崎燈籠堂火袋部取り外し工事着手。 

 

2021 年 7 月 火袋部コンクリートカッターにて切断 

       クレーンにて吊り上げ、現地に保存。 

 

火袋部、昭和 7年（1932）にコンクリートにした際、上部の花崗岩の延石（長さ 202cm 

で四角く組んだ内部に厚さ約 20cm のコンクリート床面を設置し、上部に火袋を設置。 

コンクリート床面中央に 32cm 四方の穴を穿ち、内部に直径 8cm の上部に電灯を点灯

する際の電線を覆う土管を 2 基設置していた。壁はレンガ積みにモルタルを塗る。

下部 180cm 四方、上部までの高さ約 4m。重さ 16t。 
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